
 

 

       
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

明推協行事予定表     … １ 

サマーフェスタ出展後記 …  ２ 

啓発ポスター展について  … ２  

選管委員の改選など    … ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    第 6 号 

明るい選挙の推進、投票総参加

を目標に活動する団体で、市各

種団体等から推薦いただいた

方たちから成る組織です。 

平成２３年１１月１日 

宝塚市明るい選挙推進協議会 

広報委員会 

〒665-8665 宝塚市東洋町１番１号 

宝塚市選挙管理委員会事務局内 

℡ 0797-77-2032 FAX 0797-74-1818

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
つ
の
間
に
や
ら
年
の
瀬
も

近
づ
き
、
残
す
明
推
協
の
任
期
も

来
年
５
月
ま
で
あ
と
半
年
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
す
で
に
大
き
な
ヤ
マ
“
統
一
地
方
選
挙
”
を
無
事
に

越
え
、
一
応
は
ひ
と
安
心
で
す
が
、
毎
回
の
低
投
票
率
の

結
果
を
見
て
は
、
肩
を
落
と
す
次
第
で
す
。 

よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
願
い
投
票
す
る
こ
と
が
選
挙
で 

す
。
そ
れ
を
実
現
し
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

と
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
大
事
な
責
任
を
、
す
べ
て
の
有

権
者
に
は
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

医
療
制
度
や
年
金
制
度
、
雇
用
問
題
、
そ
の
制
度
を
決

定･

提
案
す
る
の
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
首
長
や
議
員
な
の

で
す
。
候
補
者
を
選
び
投
票
す
る
こ
と
は
、
実
生
活
に
直

結
し
影
響
し
ま
す
。 

選
挙
権
を
行
使
せ
ず
、
放
棄
す
る
こ
と
は
本
当
に
も
っ

た
い
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
１
票
の
大
切
さ
と
投
票
す
る

こ
と
の
責
任
を
こ
れ
か
ら
も
訴
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

【
今
後
の
選
挙
予
定
】 

 
 

※
カ
ッ
コ
内
は
任
期
満
了
日 

平
成
25
年 

・
宝
塚
市
長
選
挙
（
４
月
18
日
） 

・
参
議
院
議
員
選
挙
（
７
月
28
日
） 

・
兵
庫
県
知
事
選
挙
（
７
月
31
日
） 

・
衆
議
院
議
員
選
挙
（
８
月
29
日
） 

平
成
27
年 

・
宝
塚
市
議
会
議
員
選
挙
（
４
月
29
日
） 

・
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
（
６
月
10
日
） 

 

 

 

 

 

 宝
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長 

坪
田 

壽
美
榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

選挙啓発ポスター審査 

 

【平成 23 年度兵庫県入賞/ 

宝塚市優秀賞】 

 

宝塚サマーフェスタ 

           

ゲームやクイズを通じ、

楽しく選挙の仕組みなどを

ご紹介します  

 

明推協総会 

 

平成 22 年度事業報告と平

成 23 年度事業計画を決定 

 

 

委員研修会 

 

明推協委員、選挙啓発推

進員を対象にした研修会と

啓発標語の表彰式を開催 

 

 

 

 

 

選挙啓発標語審査 

 

市民から応募のあった啓

発標語を審査 

 

 

市民教養講座 

 

 講座形式で各種講演会を

市民向けに開催（全２回） 

11/10     11/17 

 

 

 
室﨑益輝     西垣敬子 

関西学院大教授  宝塚・アフガニ

スタン友好協

会代表 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

   

９月 ８月 ５月 

平 

成 

23 

年 

度 
 
 

行 

事 

予 

定 

表 

 

３月 １月 １１月 

 

 

 

 

成
人
と 

と
も
に 

う
け
と
る 

選
挙
権 

 

昨年度は、講師に 

ｍotto ひょうご 

の栗木剛さんを 

 

 

 

お招きしました  

 

 

1 



 

 

宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ 

  

 

 

 

  

【
準
備
し
ま
し
た
！
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
】 

８
月
９
日
、
明
推
協
役
員
会
ほ
か
数
名

と
で
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
景
品
づ

く
り
を
、
こ
の
度
は
じ
め
て
広
報
の
記
事

作
り
も
兼
ね
て
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。 

私
は
、
景
品
の
名
入
れ
ラ
ベ
ル
を
切
る

役
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ぱ
っ
と
見

て
、
選
管
事
務
局
が
用
意
さ
れ
た
ラ
ベ
ル

の
多
さ
に
「
こ
ん
な
に
も
切
る
の
～
。
」

と
絶
句
。 

し
か
し
な
が
ら
、
作
業
を
や
っ
て
み
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
出
展
し
ま
し
た
！
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
】 

８
月
20
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
に
明
推

協
と
し
て
、
選
挙
啓
発
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
猛
暑
が
続
き
、
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
タ
当
日
の
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
幸
か
不
幸
か
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
は
、
雨
空
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。 

さ
て
、
出
展
の
準
備
も
整
い
16
時
の

開
店
を
待
つ
だ
け
で
す
が
、
た
だ
た
だ
、

雨
に
よ
る
出
足
が
心
配
で
し
た
。 

し
か
し
、
開
店
前
に
は
ゲ
ー
ム
を
待

つ
子
ど
も
の
列
が
出
来
て
ひ
と
安
心
。 

と
思
っ
て
い
た
以
上
に
は
か
ど
り
、
意

外
と
早
く
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
局
、
貼
る
作
業
を
含
め
午
前
中
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
作
業
で
は
、
パ
ネ
ル
に
貼
る

掲
示
物
が
ま
だ
仕
上
が
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
私
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
作
業
を
手
伝
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
コ
ツ
を
つ
か
み
出
し
、
や
っ
と
、

う
ま
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
に
作
業
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

当
日
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
（
植
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

輪
投
げ
、
ビ
ン
起
こ
し
の
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
成
功
し
て
も
失
敗

し
て
も
ゲ
ー
ム
を
す
る
親
子
の
歓

声
だ
け
で
は
な
く
ま
わ
り
で
も
歓

声
が
上
が
り
、
参
加
賞
を
手
に
し
た

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
し
た
。 

ま
た
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
お

子
様
連
れ
や
、
お
孫
さ
ん
を
連
れ
た

方
、
大
人
の
み
の
方
に
も
景
品
を
用

意
し
、
ブ
ー
ス
内
に
掲
示
さ
れ
た
選

挙
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
参
考
に
選

挙
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
期
日
前
投
票
の
啓
発
、
投

票
参
加
者
の
推
移
実
態
な
ど
、
ク
イ 

 

 

 

 

 

 

  

先
般
、
委
員
、
啓
発
推
進
委
員
の

皆
様
に
投
票
い
た
だ
き
ま
し
た
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
各
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
作
品
29
点

を
左
の
日
程
で
展
示
し
ま
す
。 

 ①
12
月
５
日(

月)

午
後
１
時
～ 

11
日(

日)

午
後
９
時
ま
で
。 

西
公
民
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

②
12
月
12
日(

月)

午
後
１
時
～ 

18
日(

日)

午
後
９
時
ま
で 

東
公
民
館
２
階
ホ
ワ
イ
エ 

③
12
月
19
日(

月) 

午
後
１
時
～ 

28
日(

水)

正
午
ま
で(

土
日

祝
除
く) 

 
 

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
に

つ
い
て 

ズ
を
通
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。 

二
部
制
で
実
施
し
た
ゲ
ー
ム
、
ク

イ
ズ
も
共
に
１
時
間
ほ
ど
で
用
意

し
た
景
品
が
す
べ
て
無
く
な
り
、
選

挙
啓
発
が
十
分
な
さ
れ
た
と
確
信

し
、
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

１
の
選
挙
啓
発
ブ
ー
ス
を
閉
店
し

ま
し
た
。
（
井
） 

 

 

 

 

 

２ 



 

 

阪
神
３
市
１
町
（
宝
塚
・
西
宮
・

川
西
各
市
と
猪
名
川
町
）
と
宮
城
県

２
市
２
町
（
栗
原
・
登
米
両
市
、
南

三
陸
・
女
川
両
町
）
と
の
災
害
応
援

活
動
協
定
に
基
づ
き
、
宝
塚
市
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
次
の
と
お
り
職
員

（
１
名
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
度
、
本
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
が
新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し

た
。 

      

新
委
員
の
任
期
は
平
成
23
年
９
月

25
日
か
ら
平
成
27
年
９
月
24
日
ま

で
で
す
。 

 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て 

  

①
日
程 

11
月
10
日(

木) 

講
師 

室
﨑
益
輝
（
関
西
学
院 

大
学
教
授
） 

演
題 

東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ
こ 

と 

②
日
程 

11
月
17
日(

木) 

講
師 

西
垣
敬
子
（
宝
塚
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
友
好
協
会
代

表
） 

演
題 

紛
争
の
中
で
生
き
る
女
性

と
子
ど
も
た
ち
～
私
が
見

た
ア
フ
ガ
ン
、
18
年
の
記
録

(

両
日
と
も) 

 

場
所 
市
立
西
公
民
館 

時
間 

午
後
１
時
30
分 

～
午
後
４
時 

 
 

 

１
人
３
作
品
ま
で
。
郵
送
ま
た
は
、

事
務
局
へ
直
接
持
参
。
12
月
31
日
当

日
消
印
有
効
。
（
持
参
は
12
月
28
日

午
後
５
時
ま
で
。
）
参
加
賞
あ
り
。
な

お
、
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
、

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の

と
し
ま
す
。 

〈
転
出
〉 

折
出 

真(

国
民
健
康
保
険
課) 

 

 

 

派
遣
期
間 

10
月
１
日
か
ら 

11
月
18
日
ま
で 

派
遣
場
所 

宮
城
県
南
三
陸
町 

業
務
内
容 

宮
城
県
議
会
議
員 

選
挙
業
務 

東
日
本
大
震
災
の
支
援
に

つ
い
て 

委
員
長 

 

米 

谷 
宗 

久 

委
員
長
代
理
委
員 

 
 
 
 

湯 

浅 
 
 

忠 

委 

員 
 

岡 

田 
 
 

進 

 
  
  
 
 
 

清 

水  
  
 

勲 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
民
教
養
講
座
の
お
し
ら
せ 

選
挙
啓
発
標
語
を
募
集

事
務
局
人
事
（
６
月
１
日
付
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
を
終
え
て 

社
団
法
人
宝
塚
青
年
会
議
所 

 

中 

島 

公 

司 

 

「
宝
塚
ま
つ
り
」
の
も
と
も
と
の
起
源
は
昭
和
47
年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
当

時
、
宝
塚
市
は
新
興
住
宅
地
と
し
て
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
民
ど
う

し
の
「
絆
」
を
育
む
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
震
災
や
不
況
の

影
響
を
受
け
一
旦
は
閉
幕
し
た
も
の
の
、
市
民
の
思
い
出
に
残
る
夏
の
風
物

詩
と
し
て
の
復
活
を
目
指
し
、
平
成
18
年
に
再
開
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。 

今
回
、
宝
塚
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
、
宝
塚
か
ら
元
気
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
思
い
で
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
や
、
東
北
の
物
産
販
売
な
ど
、
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
、
ブ
ー
ス
と
ス
テ
ー
ジ
の
２
部
門
か
ら
な
り
、

宝
塚
に
活
動
拠
点
を
持
ち
市
民
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等

に
出
演
を
頂
い
て
い
ま
す
。
午
後
３
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
ス
テ
ー
ジ
第
一

部
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
サ
ン
バ
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大
変
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
目
玉
は
、
戦
後
、
小
林
一
三
ら

が
立
ち
上
げ
た
「
宝
塚
新
芸
座
」
で
、
河
内
も
の
の
演
芸
や
河
内
音
頭
が
上

演
さ
れ
て
い
た
縁
か
ら
「
河
内
家
菊
水
丸
」
氏
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
こ
と

で
し
た
。
第
二
部
で
は
、
市
民
総
踊
り
と
し
て
「
河
内
家
菊
水
丸
」
氏
に
よ

る
生
歌
、
生
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
で
、
会
場
は
昔
懐
か
し
い
盆
踊
り
大
会
さ

な
が
ら
と
な
り
、
断
続
的
に
雨
が
降
り
続
く
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
市
民
の
踊
り
の
輪
が
で
き
る
と
、
そ
の
雨
さ
え
も
吹
き
飛
ば
し

て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
盛
り
上
が
り
で
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

は
ラ
ス
ト
ま
で
大
変
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

来
年
も
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
夏
祭
り
が
で
き
れ
ば
、
と
願
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。

構
成
団
体
か
ら
の
お
し
ら
せ 

 

３ 




